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精神疾患および神経変性疾患の病態理解には、臨床症候のみならず分子レベルの

異常を統合的に解析するトランスレーショナル研究が重要である。本講演では、

うつ病、軽度認知障害、アルツハイマー病を対象として進めてきた血液トランス

クリプトームおよびDNAメチル化解析を中心に、精神・神経疾患に共通する分子

病態について紹介する。さらに地域住民コホート研究（Nakayama Study）およ

び全国共同研究（JPSC-AD）で得られた知見を踏まえ、血液バイオマーカーによ

る疾患鑑別や早期診断の可能性について議論する。精神疾患と神経変性疾患を横

断する分子精神病理学の視点から、精神医学研究の今後の展望について考察する。

7月29日（水）までに下記URLよりお申し込みください。
精神疾患病態研究部のHPからもお申し込みいただけます。

https://forms.gle/HC3aV5shpnFVg7Um6
※事前申込が必要です。

2026年 7月 30日（木）18:00～19:00（質疑応答含む）日 時

開催方法 Zoomを用いたLIVE型のweb形式

参加費 無料

参加方法

演者：伊賀 淳一 先生

愛媛大学大学院 精神神経科学講座 教授

From Blood to Brain:
精神疾患と神経変性疾患の

分子精神病理学

精神病態セミナー
精神保健研究所所内セミナー

第55回
令和8年度 第4回
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